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◆対策本部会議
岩手県共同対策本部では、４月１１日と１８日

に会議を行い、情報の共有をしながら被災地支援

にあたっています。１１日には会議の前に盛岡市

大通に出て募金活動をしました。会議の中では震

災１ヶ月ということで黙祷を行いました。

１８日の第７回会議では大船渡のボランティア

センターの状況などが報告されました。いよいよ

「あづま荘」だけでは入りきれなくなり、とりあ

えず「遊・ＹＯＵ・亭 夏虫」に１０人分の宿舎

を確保しました。同時に移動手段が必要なことか

ら、マイクロバスも１台リースしました。

新婦人からは陸前高田市に１００万円を届けた

ことが報告され、原水協からも被災６自治体を訪

問し救援募金を届けたことが報告されました。ま

た、民青同盟からは全国的に何かしたいという声

があがっている、一関にセンターを設けたいとの

話がありました。会議では連休中は大勢のボラン

ティアが来ることが予想されるが、一時的なボラ

ンティアだけでなく長いスパンでのボランティア

が必要だと話し合われました。

消団連・いわて生協、母親連絡会からは、継続

的に陸前高田市広田地区で炊き出しを行う計画が

話され、消団連・いわて生協、母親連絡会、農民

盛岡市大通りで募金活動

連のところで進めていくことにしました。早速そ

のための寸胴を花巻の中古品店で新品の半額で調

達しました。

また、コープトラベルが参加し、大槌へのボラ

ンティアのベースとしてタイマグラの民宿はどう

かと提案されました。

紫波の物資センターからは２０日に４ｔトラッ

クで配送を行い、以後は現地に直接に配送する方

式になることが報告されました。

◆自治労連支援センター開設へ
自治労連では多大な被害を受けた陸前高田市を

支援するために、矢作にある鈴木旅館を拠点とす

ることになりました。開設に向け看板も立ちました。

炊き出しのために調達した寸胴

陸前高田にも拠点が
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◆盛岡労連宮古でボランティア
４月１６日、盛岡労連では６人が宮古にボラン

ティアで入りました。磯鶏にある「日昇館」とい

う旅館で清掃の作業を行いました。泥の付いたお

酒のビンもきれいに洗いました。

◆子ども達にお人形を
陸前高田市の高田保育所が開所することをテレ

ビで見た山梨県の方が新婦人の会員さんに声をか

けて、新婦人河口湖町支部から保育園に送ってと

手作りの人形が二箱届けられました。

◆復興励ます歌作曲
ボランティアから帰ってきたいわて労連の高屋

氏が復興を励ます歌「負けない みんなで 一歩

ずつ」を作りました。

大船渡のボランティアセンターのある三陸町越

喜来崎浜の防潮堤には写真のような看板が掲げら

れていました。これは地区の子ども達が作ったと

日昇館でボランティア

子ども達へお人形が届けられる

のことです。とりあえずギターで演奏されたＣＤ

も作ってありますので、ほしい方はご連絡くださ

い。

崎浜に掲げられた看板
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